
　
５
月
17
日
、
市
公
民
館
大
会
が
穂
高

公
民
館
講
堂
で
開
催
さ
れ
、
公
民
館
関

係
者
を
は
じ
め
３
１
５
人
が
参
加
し

た
。

　
大
会
の
中
で
、
公
民
館
活
動
推
進
功

労
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
受
賞
者

は
次
の
と
お
り
。

(

敬
称
略)

　
▼
前
明
科
公
民
館
長
　
浅
見
　
郁
子

　
▼
前
大
口
沢
地
区
公
民
館
主
事
　

市
川
　
千
尋

　
ま
た
、
昨
年
よ
り
開
始
し
た
地
区
公

民
館
報
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
受
賞
し

た
公
民
館
は
次
の
と
お
り
。

　
▼
最
優
秀
賞
　
豊
里
地
区
公
民
館

　
▼
優
秀
賞
　
　
柏
原
地
区
公
民
館

野
沢
地
区
公
民
館
　

　
豊
里
地
区
公
民
館
は
昨
年
も
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
。

　
記
事
に
は
、
子
ど
も
が
参
加
し
た
行

事
や
健
康
体
操
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど

様
々
な
活
動
の
様
子
を
掲
載
し
、
紙
面

の
充
実
を
図
っ
て
い
た
。

　
入
賞
し
た
公
民
館
報
は
大
会
中
、
掲

示
さ
れ
、
多
く
の
人
が
熱
心
に
見
入
っ

て
い
た
。

　
次
回
は
、
さ
ら
に
多
く
の
公
民
館
に

応
募
を
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
や
情
報
を
市
全
体
に
広
め
て
ほ
し

い
。

　
事
例
発
表
で
は
、
光
地
区
公
民
館
が

発
表
を
行
い
、
光
菊
花
ク
ラ
ブ
の
誕
生

と
歩
み
に
つ
い
て
過
去
を
振
り
返
り
な

が
ら
現
在
の
活
動
の
様
子
を
伝
え
た
。

　
飯
田
市
公
民
館
副
館
長
の
木

下
巨
一
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

「
自
治
公
民
館
の
活
動
か
ら
、

信
州
公
民
館
の
原
点
を
考
え

る
」
と
い
う
演
題
で
、
講
演
会

が
行
わ
れ
た
。

　
自
治
公
民
館
と
は
、
安
曇
野

市
で
い
う
地
区
公
民
館
の
こ
と

だ
が
、
事
例
発
表
を
行
っ
た
光

地
区
公
民
館
や
他
地
区
の
活
動

を
例
に
挙
げ
、
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
伝
統
文
化
の
継
承
や
日
常
的

交
流
か
ら
の
取
り
組
み
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
大
切

さ
、
住
民
自
治
の
考
え
方
は
、

人
口
減
少
、
高
齢
化
、
生
活
様

式
の
変
遷
な
ど
、
と
か
く
課
題

の
多
い
公
民
館
活
動
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。「
公
民
館
活
動
は

観
客
の
い
な
い
芝
居
で
、
住
民

一
人
一
人
が
主
役
、
脇
役
、
演

出
家
で
あ
る
。
公
民
館
に
は
一

人
も
観
客
は
い
な
い
」
と
い
う

話
も
公
民
館
の
基
本
的
概
念
を

表
し
て
お
り
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
や
絆
が
い
か
に
大
切
か

を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　
印
象
に
残
っ
た
の
は
「
公
民

館
活
動
に
従
事
し
た
者
は
ど
ん

な
職
場
・
職
種
で
も
応
用
が
利

く
」
と
い
う
言
葉
。
自
ら
課
題

を
分
析
し
、
事
業
を
企
画
・
運

営
す
る
こ
と
で
、
企
画
力
、
判

断
力
、
思
い
や
り
、
お
も
て
な

し
の
心
な
ど
が
身
に
つ
き
、
応

用
力
が
培
わ
れ
る
と
思
う
。
そ

れ
ら
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
共
に
地
域
課
題

に
取
り
組
み
、
地
域
力
を
向
上

さ
せ
て
い
き
た
い
。

安
曇
野
市
制
施
行
10
周
年
記
念

第
9
回
安
曇
野
市
公
民
館
大
会

◇
記
念
講
演
◇

受賞した浅見 郁子さん

「自治公民館の活動から、信州公民館の原点を考える」
飯田市公民館　木

き の し た

下　巨
の り か ず

一　副館長の講演から
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三
郷
公
民
館
は
６
月
10
日
、
自
然
・

歴
史
探
訪
の
「
ふ
る
さ
と
講
座
」
で
、

上
高
地
の
散
策
と
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
講

座
を
開
い
た
。

　
天
下
の
名
勝
で
身
近
な
観
光
地
も
、

今
は
マ
イ
カ
ー
規
制
で
、
気
ま
ま
に
訪

れ
る
機
会
も
少
な
く
な
っ
た
。
こ
の
講

座
に
は
50
代
か
ら
80
代
の
男
女
39
人
が

参
加
し
、
歩
き
な
が
ら
学
ん
だ
。

　
大
正
池
の
前
に
降
り
立
ち
、
田
代
池
、

ウ
エ
ス
ト
ン
碑
に
向
け
て
ト
レ
ッ
キ
ン

ン
グ
を
開
始
し
た
。
昼
食
後
、
河
童
橋

を
渡
っ
て
、
小
梨
平
散
策
組

と
、
健
脚
２
万
歩
コ
ー
ス
の

明
神
池
組
に
分
か
れ
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
を
再
開
し
た
。
前
々

日
の
梅
雨
入
り
宣
言
も
、
ど
こ
吹
く
風

の
快
晴
の
下
、
自
家
用
車
の
運
転
か
ら

離
れ
、
普
段
の
生
活
の
喧
騒
か
ら
も
解

放
さ
れ
て
、
大
自
然
の
懐
に
た
っ
ぷ
り

と
浸
っ
た
。
途
中
、
講
師
の
木
船
清
先

生
と
柴
野
武
夫
先
生
に
、
上
高
地
の
地

形
・
地
質
や
１
０
０
種
を
超
え
る
植
物

の
話
を
聞
い
て
、
学
び
な
が
ら
歩
い
た
。

　
火
山
が
も
た
ら
し
た
雄
大
な
秘
峡

が
、
自
然
の
ま
ま
の
美
し
い
景
観
を
保

つ
の
は
、
環
境
管
理
や
国
立
公
園
の
保

護
の
恩
恵
に
浴
し
た
た
ま
も
の
で
あ
る
。

（
山
楽
子
）

　
堀
金
公
民
館
は
５
月
29

日
、
同
館
調
理
室
で
「
伝
達

料
理
講
習
会
」
を
開
い
た
。

松
本
広
域
調
理
師
会
の
広
瀬

末
則
さ
ん
と
、
安
曇
野
市
調

理
師
会
の
山
口
高
志
さ
ん
を
講
師
に
、

地
区
公
民
館
９
館
か
ら
女
性
部
の
役
員

30
人
余
り
が
出
席
し
た
。

　「
行
事
食
と
涼
し
げ
な
料
理
」を
テ
ー

マ
に
講
師
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が

ら
、
夏
野
菜
の
テ
リ
ー
ヌ
と
し
て
「
ア

ス
パ
ラ
豆
腐
」、
そ
の
他
「
肉
シ
ュ
ウ

マ
イ
」
と
「
ち
ま
き
中
華
風
」、デ
ザ
ー

ト
に「
ミ
ル
ク
コ
コ
ア
ゼ
リ
ー
」を
作
っ
た
。

　
料
理
は
、
レ
シ
ピ
に
従
い
出
来
上

が
っ
て
い
く
が
、「
味
」
は
火
加
減
、

さ
じ
加
減
で
良
い
塩あ

ん
ば
い梅
に
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
味
わ
い
が
出
て
い
て
、「
シ
ュ
ウ

マ
イ
」
の
皮
の
包
み
方
、「
ち
ま
き
」

の
竹
の
皮
の
包
み
方
や
縛
り
方
で
趣
の

違
い
が
表
わ
れ
て
い
た
。

　
料
理
を
習
得
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

「
ち
ま
き
」
は
旧
暦
の
「
子
ど
も
の
日
」

に
作
っ
て
い
た
こ
と
も
学
ん
だ
。

　
季
節
の
歳
時
記
に
「
思
い
」
を
寄
せ
、

地
域
に
伝
わ
る
行
事
食
の
「
心
」
を
学

び
な
が
ら
、
家
庭
の
食
と
文
化
の
歴
史

を
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

　
出
席
し
た
女
性
部
の
役
員
は
、
こ
れ

か
ら
地
区
公
民
館
で
伝
達
料
理
と
し
て

講
習
会
を
開
き
、「
行
事
食
」
を
通
し

て
食
の
精
神
と
技
を
伝
え
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
地
域
の
伝
統
行
事
や

人
類
の
歴
史
の
重
み
も
届
け
て
い
く
。

（
山
楽
子
）

行
事
食
で
伝
達
料
理

貧
困
国
の

子
ど
も
の
話
に
涙

　
明
科
い
い
ま
ち
サ
ロ
ン
の

５
月
の
集
い
が
、
26
日
に
行

わ
れ
、
黒
豆
寿
司
の
お
や
つ

を
食
べ
な
が
ら
、
松
本
市

を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
「
と
り
の
は

ね
ス
ペ
シ
ャ
ル
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」
の
美
し
い

上高地を訪ねて

ハ
ー
モ
ニ
ー
に
50
人
が
耳
を
傾
け
た
。

　
歌
の
間
（
ま
）
に
は
さ
む
講
師
の
鳥

羽
さ
ん
の
ト
ー
ク
で
は
、
自
身
が
参
加

す
る
教
育
支
援
団
体
の
「
曹
洞
宗
国
際

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
」
活
動
の
体
験
か

ら
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
旧
ビ
ル
マ
）
の
子

ど
も
の
学
校
生
活
の
一
部
分
が
紹
介
さ

れ
た
。

　
１
２
２
人
に
対
し
て
１
冊
の
教
科
書

し
か
な
く
、
輪
読
の
授
業
に
な
る
と
、

全
員
が
読
み
終
わ
っ
て
、
よ
う
や
く
次

の
授
業
が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。
貧
困

か
ら
抜
け
出
せ
な
い
国
が
ア
ジ
ア
に
ま

だ
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
涙
を
拭
う
人

も
い
た
。
ま
た
、
手
話
を
し
な
が
ら
の

歌
や
、「
人
生
60
歳
か
ら
」
を
、
お
座

敷
小
唄
や
炭
坑
節
な
ど
で
替
え
歌
に
し

て
楽
し
く
合
唱
し
た
。

みちしるべ

こう
みん
かん

みんなで試食中

聴き入る参加者
　絵：加々美　豊
　花：キンギョソウ
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青木花見公民館　女性部　
5
月
31
日
、
午
前
９
時
半
、
寺
島
裕

美
さ
ん
（
寺
島
生
花
店
）
を
講
師
に
迎

え
始
ま
っ
た
。
親
子
参
加
歓
迎
で
、
子

ど
も
を
含
め
て
19
人
が
参
加
し
た
。

　
用
意
さ
れ
た
８
種
類
の
花
の
中
か
ら

各
自
４
つ
を
選
び
、
公
民
館
前
の
広
場

で
寄
せ
植
え
を
し
た
。

　
最
初
に
寺
島
さ
ん
か
ら
「『
高
い
高

い
、
低
い
低
い
』
の
型
や
、『
オ
ー
ル

ラ
ウ
ン
ド
』
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
が
あ

り
ま
す
」
な
ど
、
解
説
が
さ
れ
、
見
本

の
寄
せ
植
え
が
披
露
さ
れ
た
。

　
作
品
が
出
来
上
が
る
と
、
寺
島
さ
ん

か
ら
「
皆
さ
ん
と
て
も
き
れ
い
な
デ
ザ

イ
ン
で
す
ね
。
と
て
も
上
手
に
で
き
ま

し
た
」
と
言
葉
が
あ
り
「
根
が
安
定
す

る
ま
で
朝
晩
、
日
陰
で
水
や
り
を
し
て

く
だ
さ
い
。
長
持
ち
し
て
秋
ま
で
楽
し

め
ま
す
」
と
注
意
事
項
の
説
明
が
あ
っ

た
。

　
参
加
者
は
「
玄
関
に
飾
っ
て
楽
し
み

た
い
」「
初
め
て
寄
せ
植
え

を
し
た
が
楽
し
か
っ
た
」「
か

わ
い
ら
し
く
で
き
た
」
な
ど

感
想
を
語
っ
て
い
た
。

　
　
安
曇
野
市
有
形
文
化
財

「
観か

ん
ぎ
ょ
う
ま
ん
だ
ら

経
曼
陀
羅
図
」

　
⑱
給き

ゅ
う
ね
ん
じ

然
寺（
明
科
宮
本
）

　
給
然
寺
は
、
浄
土
宗
の
寺
院
で
、
江

戸
時
代
前
期
の
明
暦
２
年（
１
６
５
６
）

明
科
光
の
宗
林
寺
第
四
世
大
誉
義
全
上

人
が
隠
居
し
て
草
庵
を
結
ん
だ
の
が
は

じ
め
で
あ
る
と
古
い
記
録
に
記
さ
れ
て

い
る
。

　「
観
経
曼
陀
羅
」
は
、
浄
土
宗
の
教

義
の
よ
り
ど
こ
ろ
の
経
典
の
一
つ
で
あ

る
『
観
無
量
寿
経
』（
略
し
て
『
観
経
』）

を
絵
画
化
し
た
も
の
で
、
中
国
が
そ
の

発
祥
の
地
と
い
わ
れ
て
お
り
、
日
本
の

よ
う
な
軸
装
し
た
絵
画
は
な
い
が
、
敦

煌
の
莫
高
窟
の
壁
画
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
日
本
で
は
奈
良
時
代
に
作
ら
れ

た
奈
良
県
の
当
麻
寺
に
あ
る
『
当
麻
曼

陀
羅
』
が
最
古
の
も
の
で
あ
る
。

　
イ
ン
ド
の
王
舎
城
（
お
う
し
ゃ
じ
ょ

う
）
で
起
こ
っ
た
「
王
舎
城
の
悲
劇
」

と
い
わ
れ
る
物
語
、
す
な
わ
ち
、
阿
闍

世（
あ
じ
ゃ
せ
）王
子
は
提
婆
達
多（
だ

い
ば
だ
っ
た
）
に
唆
さ
れ
、
父
頻
婆
娑

羅
（
ひ
ん
ば
し
ゃ
ら
）
国
王
の
命
を
奪

お
う
と
幽
閉
し
、
そ
れ
を
阻
止
し
よ
う

と
し
た
母
、
韋
提
希
夫
人
（
い
だ
い
け

ぶ
に
ん
）
ま
で
も
幽
閉
す
る
。
嘆
く
韋

提
希
夫
人
が
お
釈
迦
様
に
安
楽
な
極
楽

世
界
に
つ
い
て
の
説
法
を
求
め
、
そ
れ

に
応
じ
た
釈
迦
が
説
か
れ
た
極
楽
浄
土

を
観
る
13
の
方
法
や
阿
弥
陀
如
来
を
中

心
と
し
た
極
楽
の
様
子
な
ど
が
左
の
下

か
ら
時
計
回
り
に
描
か
れ
て
い
る
。
給

然
寺
所
蔵
の
曼
陀
羅
も
こ
の
様
式
の
も

の
で
、
製
作
年
代
は
は
っ
き
り
と
は
し

な
い
が
、
製
作
時
の
浄
財
寄
進
者
の
戒

名
が
書
か
れ
て
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮

す
る
と
、
お
そ
ら
く
江
戸
時
代
に
作
ら

れ
た
と
思
わ
れ
る
。
日
本
で
は
鎌
倉
時

代
以
降
、
こ
の
図
が
盛
ん
に
書
写
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
以
降
、
こ
の
曼

陀
羅
に
描
か
れ
た
物
語
を
紙
芝
居
の
よ

う
に
絵
解
き
を
し
な
が
ら
浄
土
教
の
布

教
を
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
全
国
に
広
ま

り
、
現
在
も
多
く
の
浄
土
宗
系
の
寺
院

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
給
然
寺
で
も
、
年
１
回
の
一
般
公
開

と
併
せ
て
絵
解
き
を
11
月
23
日
に
行
っ

て
い
る
。

　
何
故
、
人
権
教
育
な
の
か
。
そ
の
出

会
い
は
、悲
し
い
出
来
事
か
ら
始
ま
る
。

隠
し
て
い
る
様
子
も
な
い
が
、「
思
い
」

を
乗
り
越
え
た
の
か
、
悲
し
い
そ
ぶ
り

は
見
せ
な
い
。
幼
く
し
て
亡
く
し
た
我

が
子
の
闘
病
記
録
「
陽
だ
ま
り
の
病
室

で
」を
上
梓
し
て
自
分
を
見
つ
め
、人
々

に
「
思
い
」
を
問
い
か
け
て
い
る
。
人

権
を
語
る
前
に
「
命
」
が
あ
り
「
家
族
」

が
あ
り
「
社
会
」
が
あ
っ
て
「
福
祉
」

が
あ
る
。「
福
祉
は
高
齢
者
だ
け
の
も

の
で
は
な
い
」
と
松
本
大
学
の
非
常
勤

講
師
と
し
て
「
生
活
福
祉
論
」
を
受
け

持
っ
て
い
る
。
重
症
心
身
障
害
児
の
家

族
に
寄
り
添
う
「
長
野
子
ど
も
療
育
推

進
サ
ー
ク
ル
・
ゆ
う
テ
ラ
ス
」
の
代
表

を
務
め
、
医
療
界
や
行
政
に
も
働
き
か

け
る
。
日
本
新
生
児
看
護
学
会
会
員
・

長
野
県
医
療
審
議
委
員
で
も
あ
る
。
一

方
、
堀
金
小
学
校
の
「
お
は
な
し
た
か

ら
ば
こ
」
や
図
書
館
の
「
絵
本
わ
く
わ

く
講
座
」で
物
語
の
夢
の
世
界
を
語
る
。

強
い
信
念
に
裏
付
け
さ
れ
た
主
張
と
行

動
と
は
別
の
世
界
に
い
る
よ
う
な
穏
や

か
さ
で
、「
ま
だ
子
ど
も
に
働
か
さ
れ

て
い
る
」
と
言
う
。
本
当
は
「
活
か
さ

れ
て
い
る
」
こ
と
を
知
る
爽
や
か
な
笑

顔
を
振
り
ま
い
て
。

古
き
を
尋
ね
て

私は一生懸命

ガーデニング講習会

堀
金
地
域
人
権
教
育
指
導
員

亀か
め
い井
智ち

せ
ん泉
さ
ん（
堀
金
下
堀
）

親子で参加、楽しい寄せ植え体験！
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等
々
力
町
地
区
は
、
世
帯
数
８
７
８

戸
（
区
加
入
数
５
３
０
戸
）、
人
口

２
０
５
０
人
で
９
つ
の
集
落
か
ら
な
っ

て
い
る
。

　
当
公
民
館
の
組
織
は
、
公
民
館
長
、

副
公
民
館
長
、
主
事
の
三
役
、
運
動
会

や
球
技
大
会
な
ど
の
企
画
・
運
営
を
行

う
体
育
部
、
健
康
福
祉
や
納
涼
祭
な
ど

の
交
流
事
業
の
企
画
・
運
営
を
行
う
教

養
部
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
研
修
や

事
業
を
行
う
女
性
部
、
子
ど
も
た
ち
と

区
民
と
の
交
流
事
業
を
行
う
育
成
部
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
地
区
の
主
な
行
事

と
し
て
は
区
民
対
抗
球
技
大
会
や
七
夕

飾
り
、
饅
頭
作
り
、
納
涼
祭
、
敬
老
会
、

区
民
運
動
会
、
市
民
運
動
会
、
餅
つ
き
、

し
め
縄
作
り
、
三
九
郎
、
や
し
ょ
う
ま

作
り
、６
年
生
を
送
る
会
な
ど
が
あ
る
。

　
地
区
の
現
状
と
し
て
は
、
人
口
は
減

少
傾
向
に
あ
り
、
65
歳
以
上
の
人
口
は

増
加
、
15
歳
以
下
は
減
少
傾
向
で
平
均

年
齢
も
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

　
一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
少
子
高
齢
化

は
、
こ
の
地
区
も
例
外
で
は
な
い
。
し

か
し
、
明
る
い
兆
し
と
し
て
就
学
前
人

口
は
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
踏
ま
え
公
民
館
と
し
て
は
、
行
事

の
内
容
を
よ
り
区
民
が
参
加
し
や
す
い

よ
う
に
見
直
し
を
図
っ
て
い
る
。

　
区
民
球
技
大
会
や
区
民
運
動
会
で

は
、
高
齢
化
や
人
口
の
減
少
で
選
手
が

揃
わ
ず
参
加
で
き
な
い
地
区
が
で
て
き

て
い
る
た
め
、
打
開
策
と
し
て
参
加

ル
ー
ル
の
変
更
や
誰
で
も
気
軽
に
参
加

で
き
る
種
目
、
内
容
の
検
討
を
行
っ
て

い
る
。
敬
老
会
は
、
71
歳
以
上
の
お
年

寄
り
を
招
き
、
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
、

歌
謡
シ
ョ
ー
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
交
流
事
業
で
あ
る
。
こ

ち
ら
も
女
性
部
の
皆
さ
ん
が
手
作
り
の

料
理
を
振
る
舞
う
な
ど
、
心
を
込
め
た

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
よ
り

多
く
の
区
民
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
企
画
を
考
え
て
い
き
た

い
。

（
等
々
力
町
地
区
公
民
館
主
事

　
宇
留
賀
　
誠
）

地
区
公
民
館
だ
よ
り

グ
ル
ー
プ
紹
介

欅
　
本
紙
記
事
中
の
「
青
木
花
見
」

　
は
、
ア
オ
ケ
ミ
と
読
む
。

　『
穂
高
町
誌 

第
二
巻
』
を
調
べ
る
と
、

「
乳
房
川
（
穂
高
川
）
と
高
瀬
川
の
成

す
氾
濫
原
に
位
置
す
る
た
め
、
村
落

全
体
が
低
湿
地
で
地
下
水
が
高
く
、
か

つ
て
は
各
所
に
湧
水
を
見
た
と
い
う
。

従
っ
て
『
あ
お
け
み
』
は
『
あ
わ
け
み
』

の
語
源
か
ら
き
た
も
の
で
、
け
み
（
湿

潤
地
）
を
付
し
て
、
湿
地
の
村
と
い
う

意
味
で
青
木
花
見
村
の
村
名
が
生
ま
れ

た
も
の
と
思
う
。」と
の
解
説
が
あ
っ
た
。

　
地
区
に
は
深
い
歴
史
が
宿
る
。

（
Ｎ
・
Ｎ
）

　
あ
い
ず
み
の
会
（
豊
科
）

　
毎
週
月
曜
日
の
午
前
中
、
豊
科
さ
さ

え
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
に
じ
」
第
１
会
議

室
に
集
ま
っ
て
、
ロ
ッ
カ
ー
か
ら
お
琴

を
出
し
て
並
べ
、
練
習
を
す
る
。

　
発
足
か
ら
す
で
に
20
年
以
上
、
現
在

の
メ
ン
バ
ー
は
８
人
、
細
田
敬
子
さ
ん

の
掛
け
声
で
息
の
合
っ
た
演
奏
を
目
指

す
。

　
も
と
も
と
琴
の
手
習
い
の
あ
っ
た
５

人
と
、
あ
い
ず
み
の
会
に
入
っ
て
か
ら

始
め
た
３
人
、
二
つ
の
パ
ー
ト
に
分
か

れ
て
「
昴
」「
ゴ
ン
ド
ラ
の
歌
」「
浜
千

鳥
」
な
ど
次
々
に
奏
で
て
い
く
。
琴
は

全
て
寄
付
で
集
め
、
自
分
た
ち
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
市
内
各
所
へ
演
奏
に
出
か

け
る
。
地
区
社
協
で
の
行
事
や
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
福
祉
施
設

へ
、
季
節
に
合
っ
た
演
奏
を
届
け
て
い

る
。

　
桜
の
季
節
に
は
、
桜
の
木
の
下
で

「
お
花
見
コ
ン
サ
ー
ト
」
も
行
い
、
地

域
の
人
が
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
と

い
う
。
一
週
間
の
ス
タ
ー
ト
が
琴
の
演

奏
で
、「
音
楽
は
い
い
ん
だ
よ
ね
、
手

も
動
か
し
て
、
口
も
動
か
す
か
ら
最
大

の
認
知
症
予
防
に
な
る
」
と
話
し
、
毎

週
の
練
習
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
皆
さ

ん
。
琴
の
音
色
に
は
、
本
当
に
心
が
癒

さ
れ
る
。
琴
に
触
れ
て
み
た
い
、
と
い

う
体
験
も
受
け
付
け
、
会
員
も
常
に
募

集
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
内
ど
こ
へ
で

も
依
頼
が
あ
れ
ば
演
奏
に
出
か
け
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
豊
科
さ
さ
え
あ
い
セ

ン
タ
ー
「
に
じ
」

　
大
月
　
電
話
７
２
・
３
０
１
３

等
々
力
町
地
区
公
民
館（
穂
高
）

納涼祭のにぎわい（平成 26年度）

練習の風景
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